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長崎県対馬市
●●● ●●●●●●●

地域で子育てを楽しむ会 厳原小学校区

　「地域で子育てを楽しむ会」は、学校週 5日制が施行され、土曜日が完全に休みになったのを機に「子供たちに楽し
い活動や体験の場を提供したい」と有志が集まり結成された。ボランティアスタッフは、元教員や保育士・住職・主婦
と様々であるが「子供が好きで一緒に楽しみたい。子供の居場所を作りたい」という思いは同じ。平成14年9月に始まっ
た活動で、無理をせず、出来る人が出来る時に参加し、そして何より『大人も一緒に楽しもう！』ということから始まった。

● 活動の特徴・工夫� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
　いろいろな体験活動を通して、子供時代をのびのびと楽しく過ご
せるようプログラムを計画している。楽しい子供の頃の思い出が郷
土愛につながればと願っている。
〔活動内容〕・読み聞かせ　・絵画教室　・書道教室　・軽スポー
ツ（韓国の遊び　体操教室　空手に挑戦　ドッジボール　など）　・
料理教室（包丁にチャレンジ　飯ごう炊飯　いのちのおむすび　郷
土料理　刺身に挑戦　芋煮　土鍋で新米　ちゃんこ鍋　日韓料理交
流　など）　・クラフト　・季節ごとのイベント（カルタ大会　ハ
ロウィン　クリスマス　凧揚げ　餅つき　など）　・コンサート　・
生け花　・一休さんになってみよう　・カヌー体験　・親子釣り大
会　・３世代交流会　・竹馬を作って遊ぼう　・英語で遊ぼう　・
磯遊び・・・　など

【実施に当たっての工夫】
　幼少の頃から本物に触れてほしいという気持ちから、料理教室に
おいても地元の新鮮な食材を使い「出汁」も丁寧に時間をかけて作
るようにしている。地元の漁師さんや、プロの料理人に講師をお願
いし、プロの技術を見せることも多い。島外からのアーティストや
書道家に来ていただくこともある。

● 事業を実施しての効果・成果� ●●●●●●●●●●●●

　会を結成して１５年が経過したが、「あいさつの仕方」「靴のぬぎ
方」「感謝の心」など、スタッフの言葉を子供たちが素直に受け止め、
それを実行している姿に地域で子育てをするってこういうことかと
実感している。
　スタッフや講師が本物のボランティア精神で子供たちと楽しみな
がら続けていることが、これまでの継続力に繋がったのだと思われ
る。

こんな
活動です こどもたちいらっしゃい！　おとなもいらっしゃい！
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■活動の概要・経緯

「地域で子育てを楽しむ会」は、学校週5日制が施行され、土曜日が完全に休みになったのを機に「子供たちに楽しい活動
や体験の場を提供したい」と有志が集まり結成された。ボランティアスタッフは、元教員や保育士・住職・主婦と様々である
が「子供が好きで一緒に楽しみたい。子供の居場所を作りたい」という思いは同じ。平成14年9月に始まった活動で、無理を
せず、出来る人が出来る時に参加し、そして何より『大人も一緒に楽しもう！』ということから始まった。
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■活動の特徴・工夫
【特徴的な活動内容】
いろいろな体験活動を通して、子供時代をのびのびと楽しく過ごせるようプログラムを計画している。楽しい子供の頃の思
い出が郷土愛につながればと願っている。
〔活動内容〕・読み聞かせ　・絵画教室　・書道教室　・軽スポーツ（韓国の遊び　体操教室　空手に挑戦　ドッジボール　な
ど）　・料理教室（包丁にチャレンジ　飯ごう炊飯　いのちのおむすび　郷土料理　刺身に挑戦　芋煮　土鍋で新米　　ちゃん
こ鍋　日韓料理交流　など）　・クラフト　・季節ごとのイベント（カルタ大会　ハロウィン　クリスマス　凧揚げ　餅つき　など）
・コンサート　・生け花　・一休さんになってみよう　・カヌー体験　・親子釣り大会　・３世代交流会　・竹馬を作って遊ぼう　・
英語で遊ぼう　・磯遊び・・・　など

Webサイト

■その他

【実施に当たっての工夫】
幼少の頃から本物に触れてほしいという気持ちから、料理教室においても地元の新鮮な食材を使い「出汁」も丁寧に時間
をかけて作るようにしている。地元の漁師さんや、プロの料理人に講師をお願いし、プロの技術を見せることも多い。島外か
らのアーティストや書道家に来ていただくこともある。
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■事業を実施しての効果・成果
会を結成して１５年が経過したが、「あいさつの仕方」「靴のぬぎ方」「感謝の心」など、スタッフの言葉を子供たちが素直に
受け止め、それを実行している姿に地域で子育てをするってこういうことかと実感している。
スタッフや講師が本物のボランティア精神で子供たちと楽しみながら続けていることが、これまでの継続力に繋がったのだ
と思われる。
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統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

地域
未来塾

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数

子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

放課後
子供教室

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数

年間開
催日数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

実施場所 学習支援 放課後児童クラブとの連携

土曜日の
教育活動 ●

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携
1 人 0 人 25 人 無 14 年度 有 無 無

コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数




